
松
瀬
靑
々
師
の
初
期
作
品
補
遺

　
　
　
　
　

＊

明
治
三
十
二
年
四
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

題
＝
池
（
選
…
五
城
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
遠
足
（
…
五
城
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
蘩
縷
（
…
四
方
太
・
碧
梧
桐
・
麥
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

題
の
記
載
な
し
（
…
活
東
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
（
…
五
城
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
（
…
活
東
・
麥
人
）

右
、『
妻
木
』
に
〈
汐
干
舟
二
艘
並
べ
て
戻
り
け
り
〉
と
し
て
収
録
。
全
句
集
で
は
制
作
年
月
未
確
定
句
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
（
…
子
規
）

池

あ

り

て

小

き

瀧

落

つ

つ

ゝ

じ

哉

遠

足

の

脚

を

も

ま

し

つ

春

の

宵

鳥

籠

に

今

か

入

れ

た

る

は

こ

べ

哉

酒

買

ひ

に

堤

に

上

る

汐

干

哉

小

鼓

の

濱

に

ひ

ゞ

く

や

汐

干

舟

汐

干

舟

の

二

艘

並

ん

で

歸

り

け

り

買

ふ

て

來

た

蛤

配

る

汐

干

哉

　
松
瀬
靑
々
師
は
、
高
濱
虚
子
の
推
輓
に
加
え
、
正
岡
子
規
の
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
の
為
に
ハ
此
上
な
き
仕
合
」
と
い
う
書
状
を
得
て
、
明
治
三
十
二
年

（
一
八
九
九
）
九
月
三
十
日
に
上
京
、「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
発
行
所
た
る
虚
子
君
の
居
」
に
身
を
寄
せ
、「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
編
集
に
携
わ
る
こ
と
と
な
る
。

た
だ
、家
庭
の
事
情
な
ど
あ
り
、東
京
暮
ら
し
は
翌
明
治
三
十
三
年
五
月
二
十
五
日
で
終
え
、大
阪
に
戻
っ
た
。
僅
か
八
ヶ
月
の
東
京
滞
在
で
は
あ
っ

た
が
、
こ
の
間
、
幾
度
と
な
く
子
規
と
句
座
を
共
に
し
て
お
り
、
靑
々
に
と
っ
て
、
子
規
の
謦
咳
に
接
し
得
た
た
い
へ
ん
貴
重
な
時
間
で
あ
っ
た
。

　
当
時
の
句
会
記
録
は
『
子
規
全
集
』
第
十
五
巻
「
俳
句
会
稿
」（
講
談
社
、
昭
和
五
十
二
年
七
月
十
八
日
）
に
詳
し
く
、
靑
々
の
俳
句
も
五
十
句

余
を
確
か
め
ら
れ
る
が
、『
松
瀬
靑
々
全
句
集
』
に
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
録
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
の
で
、『
子
規
全
集
』
を

底
本
と
し
て
、
以
下
、
こ
こ
に
掲
載
し
、
今
後
の
研
究
に
資
す
。
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右
、〈
買
ふ
て
来
し
蛤
く
ば
る
汐
干
か
な
〉
の
句
姿
で
『
春
夏
秋
冬
』
に
収
録
。
全
句
集
で
は
明
治
三
十
三
年
四
月
に
採
録
。

明
治
三
十
二
年
十
月
八
日
朝
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

題
＝
干
煙
草
（
選
…
鬼
史
・
活
東
・
道
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
野
分
（
…
墨
水
・
格
堂
・
坦
々
・
活
東
・
鬼
史
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
達
磨
に
題
す
（
…
虚
子
・
抱
琴
）　　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
葉
雞
頭
（
…
虚
子
・
竹
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
蕈
（
…
鬼
史
・
虚
子
天
・
坦
々
・
紫
人
）

右
、「
ほ
と
と
ぎ
す
」
明
治
三
十
二
年
十
月
号
掲
載
。
同
年
月
で
全
句
集
に
採
録
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

題
の
記
載
な
し
（
…
格
堂
・
孤
雁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

題
の
記
載
な
し
（
…
五
城
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

題
の
記
載
な
し
（
…
南
陵
・
紫
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

題
の
記
載
な
し
（
…
鬼
史
・
抱
琴
・
穆
堂
・
子
規
）

右
、「
ほ
と
と
ぎ
す
」
明
治
三
十
二
年
十
月
号
に
〈
商
人
の
般
若
読
み
け
り
宵
の
秋
〉
の
句
姿
で
掲
載
。
同
年
月
で
全
句
集
に
採
録
。

明
治
三
十
二
年
十
月
〔
二
十
三
日
〕
道
灌
山
〔
胞
衣
神
社
〕〔
露
月
送
別
句
会
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
選
…
四
方
太
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
…
子
規
）

右
、「
ほ
と
と
ぎ
す
」
明
治
三
十
二
年
十
一
月
号
掲
載
。
同
年
月
で
全
句
集
に
採
録
。

家

々

に

煙

草

干

し

た

る

小

家

哉

日

出

る

や

野

分

の

跡

の

庭

掃

除

鶏

頭

や

物

や

ゝ

寒

き

住

み

と

こ

ろ

昼

前

の

庭

静

な

り

葉

雞

頭

柿

畑

を

通

つ

て

行

く

や

菌

狩

杉

桶

の

美

く

し

て

ひ

し

こ

漬

鶺

鴒

や

日

の

あ

た

ゝ

か

き

河

原

道

籠

の

中

の

松

茸

薫

る

台

所

商

人

の

般

若

よ

み

け

り

宵

の

秋

心

ほ

ど

紅

葉

そ

め

た

る

木

立

哉

山

茶

花

の

家

を

別

の

筵

か

な
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（
…
四
方
太
・
虚
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
…
碧
梧
桐
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
…
五
城
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
…
繞
石
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
…
四
方
太
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
…
碧
梧
桐
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
…
虚
子
・
五
城
）

明
治
三
十
二
年
十
二
月
十
日　

十
二
月
十
日
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

題
＝
借
著
（
冬
又
は
新
年
）（
選
…
鳴
雪
・
虚
子
・
塵
外
・
墨
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
冬
の
蠅
（
…
虚
子
天
・
五
城
）

右
、『
春
夏
秋
冬
』
に
収
録
。
同
年
月
で
全
句
集
に
採
録
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
氷
柱
（
…
鳴
雪
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
目
鏡
（
…
虚
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

題
の
記
載
な
し
（
…
碧
梧
桐
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
寒
声
（
…
鳴
雪
・
碧
梧
桐
・
墨
水
・
翠
竹
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
霜
よ
け
（
…
塵
外
・
墨
水
・
子
規
天
・
竹
子
・
藜
杖
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
城
・
李
坪
・
鬼
史
）

正

月

を

か

こ

と

が

ま

し

き

借

著

哉

枯

菊

に

冬

の

蠅

居

て

庭

掃

除

水

を

ひ

く

吐

樋

氷

柱

や

冬

紅

葉

眼

鏡

し

て

古

き

暦

を

よ

み

に

け

り

薔
薇
さ
い
て
家
静
か
也
ク
リ
ス
マ
ス

寒

声

の

四

十

を

す

ぎ

し

う

き

身

哉

霜
よ
け
の
下
な
つ
か
し
き
青
葉
か
な

送

別

の

莚

つ

め

た

き

思

哉

見

は

る

か

す

縁

冷

か

や

筑

波

山

遥

な

る

草

に

紛

れ

ぬ

秋

の

蝶

う

ら

枯

れ

し

茂

り

の

中

や

は

た

芒

ひ
こ
ば
え
の
紅
葉
な
つ
か
し
何
の
木
ぞ

我

住

ま

ば

雞

頭

植

ん

芝

生

か

な

冷

か

や

青

紅

の

古

に

ぎ

て
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右
、「
ほ
と
と
ぎ
す
」
明
治
三
十
二
年
十
二
月
号
に
掲
載
。
同
年
月
で
全
句
集
に
採
録
。

明
治
三
十
二
年
十
二
月
二
十
四
日　

根
岸
子
規
庵　

蕪
村
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

題
の
記
載
な
し
（
選
…
三
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

題
＝
風
呂
吹
（
…
文
漪
・
四
方
太
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
枯
野
（
…
繞
石
・
燕
洋
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
若
餅
（
…
芹
村
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
大
晦
日
（
…
抱
琴
・
牛
供
・
世
南
）

右
、〈
此
家
の
古
き
行
燈
や
大
三
十
日
〉
の
句
姿
で
『
春
夏
秋
冬
』
に
収
録
。
全
句
集
で
は
明
治
三
十
三
年
十
二
月
に
収
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
乾
鮭
（
…
碧
梧
桐
・
子
規
人
・
森
堂
・
燕
洋
・
月
兎
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

虚
白
・
翠
竹
）

右
、〈
乾
鮭
の
あ
る
が
上
に
も
貰
ひ
け
り
〉
の
句
姿
で
『
春
夏
秋
冬
』
に
収
録
。
全
句
集
で
も
年
月
同
じ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
懐
炉
（
…
子
規
・
李
坪
・
鳴
雪
）

右
、〈
打
ち
明
け
し
懐
炉
の
灰
や
桐
火
桶
〉
の
句
姿
で
明
治
三
十
四
年
二
月
の
新
聞
「
日
本
」
に
掲
載
。
同
年
月
で
全
句
集
に
採
録
。

明
治
三
十
三
年
一
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

題
＝
毛
布
（
選
…
五
城
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
同
（
…
五
城
）

右
、〈
毛
布
に
盧
生
が
夢
の
最
中
哉
〉
の
句
姿
で
『
妻
木
』
に
収
録
。
全
句
集
で
は
制
作
年
月
未
確
定
句
で
あ
る
。

蕪

村

忌

や

三

間

の

襖

を

開

け

放

ち

風

呂

吹

は

釜

の

蓋

と

る

匂

ひ

か

な

を

ち

方

の

村

に

灯

と

も

す

枯

野
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若

も

ち

の

莚

や

そ

は

に

袖

た

ゝ

み

此

家

の

古

き

行

灯

や

大

晦

日

乾

鮭

を

あ

る

が

上

に

も

貰

ひ

け

り

打

あ

け
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懐

炉

の

灰

や

桐

火

桶

孫

康
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布
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が

夢
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ぬ

く

も
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の
土
の
霜
崩
れ
〉
の
句
姿
で
『
妻
木
』
に
収
録
。
全
句
集
で
は
制
作
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月
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。
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お
、
霜
崩
れ
は
霜
柱
の
異
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ゝ
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〉
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句
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で
『
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木
』
に
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録
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全
句
集
で
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作
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未
確
定
句
で
あ
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。
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の
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の

揺

き

鬣

や

初

荷
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の

五

色

絹

錦

木

や

垣

根

の

土

の

霜

く

づ

れ

鶯

の

木

隠

れ

に

け

り
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の
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銭
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蓆
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上

の

投
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草
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に
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き

横
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目
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度
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人
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